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みなさん，明けましておめでとうございます．新年 1月号をお届けします．

さて最近，巷では総合診療医が注目され，某テレビ局の「総合診療医ドクター G」

が好評である．また，国のレベルでは日本専門医制評価・認定機構において，既存の

18の基本領域学会専門医に加えて，新たに総合診療専門医の創設が議論されている．

このように医療分野では細分化し過ぎた医療の反省から逆に統合の動きがみられる．

その 1つと言えるかもしれないが，私の施設において，脊椎脊髄センターが開設され

て 1年が経過した．これは脳神経外科，整形外科，痛みセンターなどの複数の診療科

の脊椎脊髄チームが連携して，脊椎脊髄疾患の診療にあたるものである．また，日本

専門医制評価・認定機構が主導し，2017年以降に施行される新たな専門医制度の 2階

建て領域のサブスペシャル領域専門医では，日本脊椎脊髄病学会と日本脊髄外科学会

の脊椎脊髄専門医が統合される方向で進んでおり，私も作業部会の一員として議論に

参加している．このように医療分野の統合への動きが今年は大いに注目される．

堀 智勝先生にご寄稿いただいた扉「てんかんと野球」では，先生と野球との深い

ご縁を改めてご紹介いただき，大変興味深かった．堀先生の学問や臨床の世界での名

声はみなさんのご存じの通りだが，先生は根っからのスポーツマンで，その守備範囲

も実に多彩である．私もスキーやテニスで何度かお相手をしていただいたことがある

が，それぞれがみな一流であるところには感心させられる．三國信啓先生には「非側

頭葉てんかんの外科治療」の総説をご執筆いただいた．大変な力作であり，先生の多

くのご経験から最新の知見をわかりやすく解説されている．その中では，てんかんの

診療におけるチーム医療の重要性についても言及されている．昨年から始まった「脊

椎脊髄手術に必要な基本的知識」のシリーズも順調に回を重ね，今回の高橋敏行先生

で 5回目となった．脊椎脊髄外科手術のうち最も頻度の高い腰椎除圧術の基礎知識を

整理する上で大変有用な論文である．また，藤原一枝先生の「柔道事故にみる繰り返

し脳損傷」は，最近学校教育で武道が必修化され，柔道をはじめとしたスポーツ外傷

が世間の注目を集める中でタイムリーな記事となっている．その他，本号には血管障

害，腫瘍，脊髄など，多様な内容の論文が掲載されており，実に読み応えがある．
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